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■このテキストについて
　　このテキストでは、Adobe Photoshop Elements6.0 を使用して学校活動や授業で使用する教材を制作する


ことを目標に、パンフレットづくりの過程を通して画像やテキスト編集方法、ソフトウェアの操作方法を学
びます。


　　　　　　　　　


【ご注意】
　※この教材の内容については、アドビシステムズではお問い合わせや
　　操作方法に関してのご質問を受け付けておりません。
　※教育機関以外での営利目的の使用はできません。


■ご利用にあたって


　　・このテキストの内容に沿って操作を進めるために、サンプルファイルが用意されています。
  - 写真素材（「写真素材」フォルダ）
   宿泊施設のパンフレットの一ページを作るという設定で練習ができるよう、設備や周辺の風景 


  を撮影した JPG 画像がフォルダ内に収められています。
  - 完成サンプル（冒険の森パンフレット .psd）
   テキストで紹介されている機能を利用して作成したサンプルです。


■必要環境


WINDOWS
インテル ® Pentium® 4、Pentium M、またはインテル Centrino® 1.3GHz クラスのプロセッサを搭載したパー• 
ソナルコンピュータ
Microsoft® Windows® XP（Service Pack 2）日本語版、または Windows Vista ™日本語版• 
 256MB 以上の RAM（Windows XP: 512MB 以上、Windows Vista: 1GB 以上を推奨）• 
 1.5GB 以上の空き容量のあるハードディスク• 
16bit 以上のカラー表示が可能なディスプレイ、ビデオカード• 
1,024x768 以上の画面解像度をサポートするディスプレイ• 
 Microsoft DirectX 9 互換のディスプレイドライバ• 
CD-ROM ドライブ• 
Web 機能やオンラインユーザガイドを使用するには、インターネットへの接続と、Microsoft Internet • 
Explorer 6、Netscape Navigator 7.0 および Mozilla Firefox 1.5 が必要


MACINTOSH
PowerPC® G4、G5、またはインテル ® プロセッサ• 
Mac OS X v.10.4.8 ～ 10.5.2 日本語版• 
512MB 以上の RAM（1GB 以上を推奨）• 
64MB 以上の VRAM• 
1GB 以上の空き容量のあるハードディスク（インストール時には追加の空き容量が必要）• 
1,024x768 以上の画面解像度をサポートするディスプレイ• 
DVD-ROM ドライブ• 
マルチメディア機能を利用するために QuickTime 7 日本語版• 
インターネットベースのサービスを利用するためのインターネット接続• 
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写真を準備する


パンフレット作り 準備編


素材となる写真を整理し、パンフレットに使う写真を選びます。


①フォトショップエレメンツを [ 写真整理モード ] で起動します。


②素材となる写真を取り込みます。


 「ファイルやフォルダから」を選んで、
写真が保存してあるフォルダをクリック
して「取り込み」を押します。


 写真がカメラにある場合は、カメラを接
続して取り込みます。


③「フォトブラウザ」に取り込んだ
写真が表示されます。


スタートアップスクリーンから、
「写真の表示と整理」をクリック


「サブフォルダから写真を取り込む」にチェックをすると、
中にあるフォルダの写真も一度に取り込めます。
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写真を準備する（Windows）


パンフレット制作 ①


■写真を読み込んで、パンフレットづくりに使うものを選びます。Winodows での操作をご紹介しています。


【写真の取り込み】
① Photoshop Elements 6.0 を［写真整理モード］で起動します。


スタートアップスクリーン
から「整理」をクリックし
ます


 写真が保存してあるフォルダを選んで
「取り込み」をクリックします。


「サブフォルダから写真を取り込む」にチェックをすると、
中にあるフォルダの写真も一度に取り込めます。


③「フォトブラウザ」に写真が表示されます。


・ サムネイル（写真の縮小表示）の大きさは、
画面上部のスライダを動かして調節できます。


・ サムネイルはダブルクリックすると一枚ずつ
大きく表示され、細かい所まで確認できます。


キーボードの左右の矢印
キー（←・→）で写真を
順番に送って見ることが
できます。


［写真整理モード］を起動したところ


写真がカメラにある場合は、カメラを接続して取
り込むこともできます。


② 撮影した写真を取り込みます。
 ［ファイル］メニューから［写真とビデオの取り


込み］をクリックし、［ファイルやフォルダから］
を選びます。
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写真を準備する


パンフレット作り 準備編


素材となる写真を整理し、パンフレットに使う写真を選びます。


①フォトショップエレメンツを [ 写真整理モード ] で起動します。


②素材となる写真を取り込みます。


 「ファイルやフォルダから」を選んで、
写真が保存してあるフォルダをクリック
して「取り込み」を押します。


 写真がカメラにある場合は、カメラを接
続して取り込みます。


③「フォトブラウザ」に取り込んだ
写真が表示されます。


スタートアップスクリーンから、
「写真の表示と整理」をクリック


「サブフォルダから写真を取り込む」にチェックをすると、
中にあるフォルダの写真も一度に取り込めます。
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【アルバムの作成・追加】


④ パンフレットに使う写真を集める「アルバム」を作成します。


アルバムに追加した写真にはアイコンがつきます。
アルバムから削除するには、このアイコンを右クリックします。


⑥  アルバムに追加した写真だけを表示させて、選んだ写真を確認しましょう。（操作は 6 ページに続きます）


 アルバムのアイコンをクリッ
クすると、コレクションに追
加された写真だけが表示され
ます。


 アルバムとは、さまざまなテーマで写真を集め、好きな順
序に並べておける画像のグループです。　ここでは、パン
フレット作りに使う素材を見つけやすいようにまとめてお
きます。


 わかりやすい名前をつけて［OK］ボタンを押します。


⑤ アルバムのアイコンを使いたい写真のサムネイルにドラッグ＆
ドロップして 、アルバムに写真を追加します。 


ドラッグ&ドロップ


アルバム内の写真だけを表示しているときは
双眼鏡マークが出ています。


［アルバム］パレットの [ ＋ ] マークをクリックし、［新規アルバム］を選択
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①フォトショップエレメンツを起動します。


②ファイルブラウザでフォルダを開き、写真を表示します。


③使う写真に目印となるフラグをつけます。
 
 パンフレットに使う写真を選択してから
「フラグ」ボタンをクリックします。


 フラグをつけた写真にはアイコン　　が
追加されます。


 （もういちどクリックすると消せます）


 いろいろなフォルダを見て、使いたい写真があったらフラグを付けていきます。


④フラグをつけた写真を集めます。
 「検索」ボタンを押して、検索ウインドウを開きます。


 検索条件を、「フラグ」「フラグ付き」に設定して「検索」を押します。


 ファイルブラウザに、パンフレット作りに使う写真があつめられます。
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写真を準備する（Macintosh）


パンフレット制作 ①


■写真を読み込んで、パンフレットづくりに使うものを選びます。Macintosh 環境での操作をご紹介しています。


【使う写真に優先順位をつける】


① Photoshop Elements 6.0 を起動します。スタートアッ
プスクリーンで「Adobe Bridge で参照」を選択して
Bridge を起動します。


 パンフレットに使う写真を選択してから、写真の
下にある点をクリックするとレーティングを示す
星のマークを 5 つまでつけることができます。


 使いたい写真を見つけたらレーティングを付けて
いきます。


④レーティングをつけた写真を集めます。
 「フィルタ」パネルに表示される「レーティング」


から星の数をクリックすると、その数の星のマー
クをつけた写真だけが表示されます。


③使う写真に、写真の優先順位を示すレーティング（星
のマーク）をつけます。


②写真が保存してあるフォルダを開き、写真
を表示します。


編集画面からは「Bridge で参照」ボタンをクリックします
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新しい用紙を作る


パンフレット制作 ②


■ここでは、A4 の大きさの用紙にパンフレットを作る準備をします。


【白紙ファイルの作成】


① Windows 版では、［写真編集モード ] を起動します。
 右上の［写真編集モード］をクリックし、［スタン


ダード編集］を選びます。スタートアップスクリー
ンからは、［編集］をクリックします。


② ［ファイル］メニューから［新規］
→［白紙ファイル］を選びます。


［スタンダード編集ワークスペース］が起動したところ


ツールボックス


プロジェクト
エリア


パレットエリア
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新しい用紙を作る


③ 用紙設定をします。
 ここでは、A4 サイズの用紙（たて向き）を作ります。
 「プリセット」から「日本標準用紙」を選び、サイズは「A4」を選択します。


・ファイル名 はわかりやすい名前をつけます。


・サイズから「A4」を選ぶと幅と高さが自動で入力されます。
　あとで解像度などを変更すると「カスタム」という表示になり


ますが、幅と高さの数値は変わりません。


・解像度は数値を入力し、「150pixel/inch」にします。
・カラーモードは「RGBカラー」にします。
   ここを「グレースケール」や「白黒 2 階調」にすると、カラーでパンフレットを作ることができないので注意します。


・カンバスカラーは「白」にしておきます。


 ［OK］を押すと、新しい用紙の出来上がりです。
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新しい用紙を作る


【解像度を変更する】


  すでに作成してある用紙の解像度を、後から変更することができます。


MEMO
- 解像度について-
　解像度というのは、どれぐらい細かくてきれいな画像をつくるかのめやすになります。解像度が大きい


ほど細かくてきれいな画像になります。A4 サイズのパンフレットで細かい文字もきれいに見せるには、あ


る程度高い解像度にする必要があります。逆に、はがきサイズでよければ 100dpi くらいでもいいでしょう。


　この解像度は高くすればするほどコンピュータの処理が遅くなります。とくに性能が低いコンピュータ


の場合はなおさらです。ですからはじめは低解像度にして作業をし、印刷するときに高い解像度に変更す


る方法もあります。なお、一般の広告印刷物の場合は、300dpi ～ 350dpi ぐらいの高解像度で印刷される


ことが多いようです。


［イメージ］メニュー→［サイズ変更］
→［画像解像度］をえらびます。


解像度を変更します。
このとき、画像の劣化をおさえるためには元の解像度の整数倍にするのが理想です。　
 　例：150dpi → 300dpi
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グラデーション背景の作り方


パンフレット制作 ②


■画像やテキストの背景にグラデーションを描画します。


① ［写真編集モード］の［スタンダード編集］での作業です。
 ツールボックスから「グラデーションツール」をクリックして選びます。


② 画面上部のオプションバーにある
［編集］ボタンを押します。


③グラデーションエディタの［詳細］ボタンを押して、リストの中から「シンプル」「スペクトル」など、
好きなものを選びます。


④ プリセットの中から、好きなグラデーションを選んで［OK］を押します。


⑤ オプションバーのアイコンでグラデーションの形を決めます。


⑥ 画面上でグラデーションをかけたい方向にドラッグします。


グラデーションを
かけたい方向へ
ドラッグ
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画像のはりかた


パンフレット制作 ③


■ここではグラデーション背景に別の画像をはりつける方法を紹介します。


【はりつける画像を開く】


① ［写真編集モード］の［スタンダード編集］での
作業です。（Windows）


 メニューバーから [ ファイル ] → [ 開く ] を選び、
はりつけたい画像を開きます。


※あらかじめ使う写真を整理して選んでおくと、 つぎの方法でも画像を開くことができます。
 詳しい手順は（パンフレット作り準備編「写真を準備する」を参照してください）


 【Windows】
 ［写真整理モード］で、パンフレット作りに使う画像で


アルバムを作り、集めて表示します。 
 はりつける画像を選択してから［写真編集モード］→［ス


タンダード編集］をクリックします。


 【Macintosh】
 Bridge でレーティングをつけた写真を「検索」で集め、はりつける画像をダブルクリックします。


②グラデーション背景を開きます。


③［写真編集モード］ワークスペースに背景と写真の画像ファイルが開きました。
  背景と写真の両方が見えるようにウインドウを並べます。


この部分をドラッグすると、
画像のウインドウを動かせます
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画像のはりかた


【はりつける部分を選択する】


④ 開いた画像の中からはりつけたい部分を選びましょう。
 「楕円形選択ツール」を選びます。四角い形にしたい場合は、「長方形選択ツール」を選んでください。


MEMO
- 選択ツールについて-
　ここでは楕円形選択ツールを例にしましたが、フォトショッ


プエレメンツにはさまざまな選択ツールがあります。これらを


使うことでもっと自由な形を選ぶこともできます。くわしくは


D-project サイト（www.d-project.jp）から「D-project 発想支


援マニュアル」を参照してください。


長方形ツールと楕円形ツールは、
ツールボタンを長押しして切り替
えることができます


⑤ 画像内で、使いたいところを囲むようにドラッグします。
 失敗したら、新しくドラッグしなおします。


ドラッグする


【別の画像にはりつける】
⑥ 移動ツールを選びます。


⑦ グラデーション背景にむけてドラッグします。
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画像のはりかた


【大きさや見ばえを変更する】


⑧ グラデーション背景に新しい画像がはりつきました。
必要に応じて大きさや位置を変えます。


大きさを変えたいときは
かどをドラッグ


位置を変えたいときは
画像をドラッグ


・  画像をドラッグすると位置を動かせます。
 


・  かどをドラッグすると、通常は縦横の比率を保ったまま
大きさが変化しますが、Shift キーを押しながらドラッ
グすると自由に縦横の長さを変えられます。


⑨ はりつけた画像もひとつのレイヤーになっているので、影やりんかくをつけて目立たせることができます。


・「効果」パレットの［レイヤースタイル］ボタンを
クリックし、リストから効果の種類をクリックして
選びます。


影がついて立体的になりました
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画像のはりかた


MEMO
- イメージ画像について-
　パンフレット作りには伝えたいことをうまく伝えるための画像選びが大切です。もちろん基本は自分で実際


に取材して撮影した画像を使います。でも自分が撮影した写真ばかりでは今ひとつ見ばえがしないことがあり


ます。そんなときはプロが撮影した写真ばかりを集めた「フリー素材集（※）」を使ってみるのがおすすめです。


たとえば海がテーマのパンフレットを作るとき、ダイナミックな波しぶきのアップの写真が欲しくなることが


あります。このような写真は本格的なカメラがないとうまく撮れません。だからこの波しぶきの写真だけフリー


素材を使って、それ以外の写真は自分が撮影したものを使うというふうに使い分けるといいでしょう。


　なお、自分で撮影した画像であっても、「人が写っている画像」を使う場合には「肖像権」について注意が


必要です。肖像権は憲法解釈上認められている人権で、個人が特定できる画像をパンフレットで使用し、公表


する場合には、本人の承諾を得る必要があります。また、撮影される人が未成年者の場合には、保護者の同意


も必要です。ただし、運動会の応援風景や遠足の画像など、公の場所で撮影され、個人が特定できない群衆が写っ


ている画像の場合には、肖像権の許諾は不要です。


　


　また、パンフレット作りの時間が限られる場合に、自由な使用を許されているフリー素材集だけでなく、イ


ンターネットから気に入った画像やイラストなどをダウンロードして使う場合があるかもしれません。この場


合には、「著作権」について気をつけなければなりません。


　他人が創作した写真画像やイラストなどは、撮影者や創作者が著作権を持っており、原則として、無断で


使うことはできません。ただし、例外ルールとして、パンフレット作りを「授業として行う」場合には、著作


権を持っている人の許可なくコピーして使うことができますが、次の条件を満たす必要があります。


 （１）営利を目的としない教育機関であること


 （２）教育を担当している教員等やその授業を受ける者が複製（コピーして利用）すること


 （３）公表された著作物（作品）であること


 （４）授業の過程における使用を目的とすること


 （５）必要と認められる限度内であること


 （６）著作物の種類・用途、複製の数・態様に照らして著作権者の利益を不当に害しないこと


　なお、パンフレット作りの授業を行う場合に、完成したパンフレットを学校の外で配付することを予定して


いる場合は授業を超える使用目的ですので、上記（４）の条件を満たしません。したがって、原則どおり、著


作権を持っている人や会社の許可を取る必要があります。


　また、肖像権は著作権とは別個の人権ですので、上記した授業における例外に当てはまる場合であっても、


校内に掲示する場合には肖像権の許諾を得ることが必要になります。


－デザインの利用について－
パンフレット作りでは、既存のパンフレットから優れた点を学び、自己の作品を創作しますが、他人の作品か


ら配色や文字や画像の配置（デザイン）を真似ることは、表現の源である「アイデア」を利用するだけですの


で著作権侵害にはあたりません。もちろん、他人が創作したパンフレットを丸々コピーして自分の作品とする


ことは、著作権侵害となる恐れがありますので注意しましょう。


※フリー素材集 ･･･ 作者が自分の作品（画像，音楽など）を他人がホームページ作りなどで利用することをあ


らかじめ許可している素材集のこと。コンピュータ専門店や本屋などで手に入ります。
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文字加工の方法


パンフレット制作 ④


【文字ツールで入力する】


① ［写真編集モード］の［スタンダード編集］での
作業です。（Windows）


 文字ツールボタンを長く（1 秒以上）押して、横
書きか縦書きをえらびます。


② 画面上をクリックするとカーソルが点滅するので、
キーボードで文字を入力します。 


 場所や大きさはあとから変更することができます。
③書いた文字をドラッグしてから、「種類」「大きさ」


「そろえ方」「色」「オプション」を指定します。


■文字を入力して配置し、加工することができます。


クリック


文字の種類 大きさ オプション そろえ方 文字の色


クリックするとカーソルが点滅しワープロと同じように文字が入力できる


③書いた文字をドラッグしてから、オプションバーで「種類」「大きさ」「そろえ方」「色」「オプション」を指定します。


※「オプション」では、文字を太くしたりななめにしたり、
下線を引いたりできます。


15


文字をドラッグしてから編集
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文字加工の方法


【文字を変形させる】


④ ワープテキストボタンをおし、変形の種類を選びます。


⑤さらに「カーブ」などのスライダで変化の
かかり具合を調整して［OK］をおします。


 文字が変化しました。
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文字加工の方法


【文字に効果をつける】


⑥もう少し加工しましょう。
 移動ツールで文字をクリックして選んでから、画像と同様に


「効果」パレットでレイヤースタイルを選び、ダブルクリック
します。


MEMO
- 文字の編集 -
　文字の位置を調整したい時や文字そのものに変更をくわえたい時には、ツールボックスの中の「移動ツール」


と「文字ツール」を使い分けるのがポイントです。


文字の位置を
変えたいとき


文字そのものを
編集したいとき


移動ツールで選択すると、画像と同じように点線の枠が出てきます


⑦ 効果を取り消したいときは、レイヤー
パレットで「効果」のアイコンを右ク
リックし、「レイヤースタイルを消去」
をえらびます。
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文字加工の方法


MEMO
- フォントについて-
　コンピュータではいろんな形の文字を書くことができます。文字の種類のことをフォントといいます。


このフォントはついついいろんなものを使いたくなりますが、パンフレット作りをする上では全体の統一感


をそろえることが大切になります。つまりタイトルや説明文などのグループごとにフォントをそろえておく


というのが、読みやすいパンフレット作りのコツになります。（例、タイトルは「ポップ体」、説明文は「ゴシッ


ク体」など）


- 自由に使える文章、自由に使えない文章 -
　画像の利用と同様に、他人の創作した文章も著作権で守られており、著作権を持っている人や会社の許可


なくパンフレットの中で使うことができません。　例えば、歌詞や小説の一節を無断で使用すると著作権侵


害となってしまいます。


　　ただし、すべての文章が著作権で守られるのではなく、一定の条件（著作権法で、「思想又は感情を創作


的に表現したものであって文芸、学術、美術、または音楽の範囲に属するもの」と定められています）を満


たすことが必要です。つまり、他人が作成した文章であっても、自由に使えるものもあるのです。


　例えば、単なる事実やデータは自由に使うことができます。たとえば、宿泊施設のパンフレットに掲載さ


れている書いてある内容（施設の住所や食堂のメニュー）などはその例です。


　　


　また、キャッチコピーの多くは、短い表現であったり、表現が平凡かつありふれたものであることから、上


記の条件を満たさないと考えられています。


　したがって、既存のキャッチコピーをそのままパンフレットで使っても、著作権の問題にはなりませんが、


創作性を育むための授業としては、既存のキャッチコピーを参考にして、オリジナルのキャッチコピーを考


えさせるほうがよいでしょう。


　なお、パンフレット作りの授業では例外的に著作権を持っている人の許可を得ることなく他人の文章を使


える場合があります。詳しくは「画像のはりかた」の「MEMO」をご覧ください。


　　なお、学校における著作権のルールにつきましては、文化庁のホームページ（http://www.bunka.


go.jp/）または、( 社 ) コンピュータソフトウェア著作権協会「著作権・プライバシー相談室 ASKACCS」


(http://www.askaccs.ne.jp/) にも詳しい情報が掲載されています。







　このテキストは、デジタル表現研究会（D-project）のワークショップ「パンフレッ
トワークショップ」で使用されているマニュアルをもとに、アドビシステムズ株
式会社が加筆、修正したものです。


　このほかの Photoshop Elements 他 画像・映像編集ソフトウェアを学校教育に
活用するための資料や研究成果は、D-project ウェブサイト（www.d-project.jp）
をご覧ください。
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ノート注釈

このマニュアルには、講師の方向けに講習の進め方やワークショップのポイントを示したコメントが追加されています。
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■このテキストについて
　　このテキストでは、Adobe Photoshop Elements6.0 を使用して学校活動や授業で使用する教材を制作する


ことを目標に、パンフレットづくりの過程を通して画像やテキスト編集方法、ソフトウェアの操作方法を学
びます。


　　　　　　　　　


【ご注意】
　※この教材の内容については、アドビシステムズではお問い合わせや
　　操作方法に関してのご質問を受け付けておりません。
　※教育機関以外での営利目的の使用はできません。


■ご利用にあたって


　　・このテキストの内容に沿って操作を進めるために、サンプルファイルが用意されています。
  - 写真素材（「写真素材」フォルダ）
   宿泊施設のパンフレットの一ページを作るという設定で練習ができるよう、設備や周辺の風景 


  を撮影した JPG 画像がフォルダ内に収められています。
  - 完成サンプル（冒険の森パンフレット .psd）
   テキストで紹介されている機能を利用して作成したサンプルです。


■必要環境


WINDOWS
インテル ® Pentium® 4、Pentium M、またはインテル Centrino® 1.3GHz クラスのプロセッサを搭載したパー• 
ソナルコンピュータ
Microsoft® Windows® XP（Service Pack 2）日本語版、または Windows Vista ™日本語版• 
 256MB 以上の RAM（Windows XP: 512MB 以上、Windows Vista: 1GB 以上を推奨）• 
 1.5GB 以上の空き容量のあるハードディスク• 
16bit 以上のカラー表示が可能なディスプレイ、ビデオカード• 
1,024x768 以上の画面解像度をサポートするディスプレイ• 
 Microsoft DirectX 9 互換のディスプレイドライバ• 
CD-ROM ドライブ• 
Web 機能やオンラインユーザガイドを使用するには、インターネットへの接続と、Microsoft Internet • 
Explorer 6、Netscape Navigator 7.0 および Mozilla Firefox 1.5 が必要


MACINTOSH
PowerPC® G4、G5、またはインテル ® プロセッサ• 
Mac OS X v.10.4.8 ～ 10.5.2 日本語版• 
512MB 以上の RAM（1GB 以上を推奨）• 
64MB 以上の VRAM• 
1GB 以上の空き容量のあるハードディスク（インストール時には追加の空き容量が必要）• 
1,024x768 以上の画面解像度をサポートするディスプレイ• 
DVD-ROM ドライブ• 
マルチメディア機能を利用するために QuickTime 7 日本語版• 
インターネットベースのサービスを利用するためのインターネット接続• 
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写真を準備する


パンフレット作り 準備編


素材となる写真を整理し、パンフレットに使う写真を選びます。


①フォトショップエレメンツを [ 写真整理モード ] で起動します。


②素材となる写真を取り込みます。


 「ファイルやフォルダから」を選んで、
写真が保存してあるフォルダをクリック
して「取り込み」を押します。


 写真がカメラにある場合は、カメラを接
続して取り込みます。


③「フォトブラウザ」に取り込んだ
写真が表示されます。


スタートアップスクリーンから、
「写真の表示と整理」をクリック


「サブフォルダから写真を取り込む」にチェックをすると、
中にあるフォルダの写真も一度に取り込めます。
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写真を準備する（Windows）


パンフレット制作 ①


■写真を読み込んで、パンフレットづくりに使うものを選びます。Winodows での操作をご紹介しています。


【写真の取り込み】
① Photoshop Elements 6.0 を［写真整理モード］で起動します。


スタートアップスクリーン
から「整理」をクリックし
ます


 写真が保存してあるフォルダを選んで
「取り込み」をクリックします。


「サブフォルダから写真を取り込む」にチェックをすると、
中にあるフォルダの写真も一度に取り込めます。


③「フォトブラウザ」に写真が表示されます。


・ サムネイル（写真の縮小表示）の大きさは、
画面上部のスライダを動かして調節できます。


・ サムネイルはダブルクリックすると一枚ずつ
大きく表示され、細かい所まで確認できます。


キーボードの左右の矢印
キー（←・→）で写真を
順番に送って見ることが
できます。


［写真整理モード］を起動したところ


写真がカメラにある場合は、カメラを接続して取
り込むこともできます。


② 撮影した写真を取り込みます。
 ［ファイル］メニューから［写真とビデオの取り


込み］をクリックし、［ファイルやフォルダから］
を選びます。



adobe

ノート注釈

撮影したカメラから直接取り込んだり、カメラから取り出した記録メディアから取り込むには、「カメラまたはカードリーダから」を選択します。



adobe

長方形

一枚づつの表示から元のサムネイル表示に戻るには、スライダで写真表示を小さくします。



adobe

ノート注釈

時間がある場合は、写真を選びながら全体の構成を考えてラフスケッチを作成すると、編集作業が進めやすくなります。
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写真を準備する


パンフレット作り 準備編


素材となる写真を整理し、パンフレットに使う写真を選びます。


①フォトショップエレメンツを [ 写真整理モード ] で起動します。


②素材となる写真を取り込みます。


 「ファイルやフォルダから」を選んで、
写真が保存してあるフォルダをクリック
して「取り込み」を押します。


 写真がカメラにある場合は、カメラを接
続して取り込みます。


③「フォトブラウザ」に取り込んだ
写真が表示されます。


スタートアップスクリーンから、
「写真の表示と整理」をクリック


「サブフォルダから写真を取り込む」にチェックをすると、
中にあるフォルダの写真も一度に取り込めます。
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【アルバムの作成・追加】


④ パンフレットに使う写真を集める「アルバム」を作成します。


アルバムに追加した写真にはアイコンがつきます。
アルバムから削除するには、このアイコンを右クリックします。


⑥  アルバムに追加した写真だけを表示させて、選んだ写真を確認しましょう。（操作は 6 ページに続きます）


 アルバムのアイコンをクリッ
クすると、コレクションに追
加された写真だけが表示され
ます。


 アルバムとは、さまざまなテーマで写真を集め、好きな順
序に並べておける画像のグループです。　ここでは、パン
フレット作りに使う素材を見つけやすいようにまとめてお
きます。


 わかりやすい名前をつけて［OK］ボタンを押します。


⑤ アルバムのアイコンを使いたい写真のサムネイルにドラッグ＆
ドロップして 、アルバムに写真を追加します。 


ドラッグ&ドロップ


アルバム内の写真だけを表示しているときは
双眼鏡マークが出ています。


［アルバム］パレットの [ ＋ ] マークをクリックし、［新規アルバム］を選択



adobe

ノート注釈

【参考】Shiftキーを押しながら複数の写真を選択してからドラッグアンドドロップすると、一度に複数の写真をアルバムに追加できます。



adobe

長方形

サムネイルの一覧に戻ったり、一度に見る写真の枚数を変えるには、スライダで一枚の写真の大きさを調節します。
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①フォトショップエレメンツを起動します。


②ファイルブラウザでフォルダを開き、写真を表示します。


③使う写真に目印となるフラグをつけます。
 
 パンフレットに使う写真を選択してから
「フラグ」ボタンをクリックします。


 フラグをつけた写真にはアイコン　　が
追加されます。


 （もういちどクリックすると消せます）


 いろいろなフォルダを見て、使いたい写真があったらフラグを付けていきます。


④フラグをつけた写真を集めます。
 「検索」ボタンを押して、検索ウインドウを開きます。


 検索条件を、「フラグ」「フラグ付き」に設定して「検索」を押します。


 ファイルブラウザに、パンフレット作りに使う写真があつめられます。
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写真を準備する（Macintosh）


パンフレット制作 ①


■写真を読み込んで、パンフレットづくりに使うものを選びます。Macintosh 環境での操作をご紹介しています。


【使う写真に優先順位をつける】


① Photoshop Elements 6.0 を起動します。スタートアッ
プスクリーンで「Adobe Bridge で参照」を選択して
Bridge を起動します。


 パンフレットに使う写真を選択してから、写真の
下にある点をクリックするとレーティングを示す
星のマークを 5 つまでつけることができます。


 使いたい写真を見つけたらレーティングを付けて
いきます。


④レーティングをつけた写真を集めます。
 「フィルタ」パネルに表示される「レーティング」


から星の数をクリックすると、その数の星のマー
クをつけた写真だけが表示されます。


③使う写真に、写真の優先順位を示すレーティング（星
のマーク）をつけます。


②写真が保存してあるフォルダを開き、写真
を表示します。


編集画面からは「Bridge で参照」ボタンをクリックします



adobe

ノート注釈

【参考】Adobe Bridgeは、画像や映像を管理するソフトウェアです。プロフェッショナル向け製品（Creative Suite3）などにも同梱されています。



adobe

ノート注釈

【参考】レーティングのほかにも、キーワードなどの情報を付加したり、写真に含まれている撮影日時や条件などの情報で分類することもできます。詳しい手順は、オンラインヘルプを参照してください。
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新しい用紙を作る


パンフレット制作 ②


■ここでは、A4 の大きさの用紙にパンフレットを作る準備をします。


【白紙ファイルの作成】


① Windows 版では、［写真編集モード ] を起動します。
 右上の［写真編集モード］をクリックし、［スタン


ダード編集］を選びます。スタートアップスクリー
ンからは、［編集］をクリックします。


② ［ファイル］メニューから［新規］
→［白紙ファイル］を選びます。


［スタンダード編集ワークスペース］が起動したところ


ツールボックス


プロジェクト
エリア


パレットエリア
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新しい用紙を作る


③ 用紙設定をします。
 ここでは、A4 サイズの用紙（たて向き）を作ります。
 「プリセット」から「日本標準用紙」を選び、サイズは「A4」を選択します。


・ファイル名 はわかりやすい名前をつけます。


・サイズから「A4」を選ぶと幅と高さが自動で入力されます。
　あとで解像度などを変更すると「カスタム」という表示になり


ますが、幅と高さの数値は変わりません。


・解像度は数値を入力し、「150pixel/inch」にします。
・カラーモードは「RGBカラー」にします。
   ここを「グレースケール」や「白黒 2 階調」にすると、カラーでパンフレットを作ることができないので注意します。


・カンバスカラーは「白」にしておきます。


 ［OK］を押すと、新しい用紙の出来上がりです。



adobe

長方形

縦長のサイズです。横長に作りたい場合は、数値を入力しなおします。



adobe

ノート注釈

解像度やサイズはあとで変更することもできます。（次のページ参照）新規でファイルを作成したら、一回任意の場所に保存を行うとよいでしょう。後の手順では、作業の区切りごとに保存を行うことを受講者に伝えてください。
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新しい用紙を作る


【解像度を変更する】


  すでに作成してある用紙の解像度を、後から変更することができます。


MEMO
- 解像度について-
　解像度というのは、どれぐらい細かくてきれいな画像をつくるかのめやすになります。解像度が大きい


ほど細かくてきれいな画像になります。A4 サイズのパンフレットで細かい文字もきれいに見せるには、あ


る程度高い解像度にする必要があります。逆に、はがきサイズでよければ 100dpi くらいでもいいでしょう。


　この解像度は高くすればするほどコンピュータの処理が遅くなります。とくに性能が低いコンピュータ


の場合はなおさらです。ですからはじめは低解像度にして作業をし、印刷するときに高い解像度に変更す


る方法もあります。なお、一般の広告印刷物の場合は、300dpi ～ 350dpi ぐらいの高解像度で印刷される


ことが多いようです。


［イメージ］メニュー→［サイズ変更］
→［画像解像度］をえらびます。


解像度を変更します。
このとき、画像の劣化をおさえるためには元の解像度の整数倍にするのが理想です。　
 　例：150dpi → 300dpi
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グラデーション背景の作り方


パンフレット制作 ②


■画像やテキストの背景にグラデーションを描画します。


① ［写真編集モード］の［スタンダード編集］での作業です。
 ツールボックスから「グラデーションツール」をクリックして選びます。


② 画面上部のオプションバーにある
［編集］ボタンを押します。


③グラデーションエディタの［詳細］ボタンを押して、リストの中から「シンプル」「スペクトル」など、
好きなものを選びます。


④ プリセットの中から、好きなグラデーションを選んで［OK］を押します。


⑤ オプションバーのアイコンでグラデーションの形を決めます。


⑥ 画面上でグラデーションをかけたい方向にドラッグします。


グラデーションを
かけたい方向へ
ドラッグ


3



adobe

ノート注釈

グラデーションに使用する色をカスタマイズする時間があれば、「グラデーションエディタ」で新規にグラデーションを作成してもよいでしょう。グラデーションを背景に使用する際には、レイアウトする画像やテキストが見づらくならなくように気をつけてください。



adobe

ノート注釈

やり直す場合は、「Ctrl/Command+Z」で作業を取り消します。



adobe

ノート注釈

ドラッグする長さによって、色の変化の幅が変わります。
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画像のはりかた


パンフレット制作 ③


■ここではグラデーション背景に別の画像をはりつける方法を紹介します。


【はりつける画像を開く】


① ［写真編集モード］の［スタンダード編集］での
作業です。（Windows）


 メニューバーから [ ファイル ] → [ 開く ] を選び、
はりつけたい画像を開きます。


※あらかじめ使う写真を整理して選んでおくと、 つぎの方法でも画像を開くことができます。
 詳しい手順は（パンフレット作り準備編「写真を準備する」を参照してください）


 【Windows】
 ［写真整理モード］で、パンフレット作りに使う画像で


アルバムを作り、集めて表示します。 
 はりつける画像を選択してから［写真編集モード］→［ス


タンダード編集］をクリックします。


 【Macintosh】
 Bridge でレーティングをつけた写真を「検索」で集め、はりつける画像をダブルクリックします。


②グラデーション背景を開きます。


③［写真編集モード］ワークスペースに背景と写真の画像ファイルが開きました。
  背景と写真の両方が見えるようにウインドウを並べます。


この部分をドラッグすると、
画像のウインドウを動かせます



adobe

ノート注釈

受講者が操作に慣れていない場合、画像を最大化表示にしていたり、最小化してフォトエリアに隠れている場合は、同様に表示できない場合があります。後の操作が一緒にできるよう、受講者の画面の状態に注意してください。
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画像のはりかた


【はりつける部分を選択する】


④ 開いた画像の中からはりつけたい部分を選びましょう。
 「楕円形選択ツール」を選びます。四角い形にしたい場合は、「長方形選択ツール」を選んでください。


MEMO
- 選択ツールについて-
　ここでは楕円形選択ツールを例にしましたが、フォトショッ


プエレメンツにはさまざまな選択ツールがあります。これらを


使うことでもっと自由な形を選ぶこともできます。くわしくは


D-project サイト（www.d-project.jp）から「D-project 発想支


援マニュアル」を参照してください。


長方形ツールと楕円形ツールは、
ツールボタンを長押しして切り替
えることができます


⑤ 画像内で、使いたいところを囲むようにドラッグします。
 失敗したら、新しくドラッグしなおします。


ドラッグする


【別の画像にはりつける】
⑥ 移動ツールを選びます。


⑦ グラデーション背景にむけてドラッグします。



adobe

ノート注釈

選択ツールのままドラッグしてしまいがちですが、移動ツールに持ち替えないと選択範囲だけが移動してしまいます。必ずツールを変えるように指示してください。操作に慣れているようであれば、Ctrl/Cmmandキーを押して切り替えることもできます。



adobe

ノート注釈

【参考】「マグネット選択ツール」や「選択ブラシツール」などを利用すると、被写体の輪郭に沿って選択範囲を作成し、別々の背景と人物などで合成写真を作ることもできます。
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画像のはりかた


【大きさや見ばえを変更する】


⑧ グラデーション背景に新しい画像がはりつきました。
必要に応じて大きさや位置を変えます。


大きさを変えたいときは
かどをドラッグ


位置を変えたいときは
画像をドラッグ


・  画像をドラッグすると位置を動かせます。
 


・  かどをドラッグすると、通常は縦横の比率を保ったまま
大きさが変化しますが、Shift キーを押しながらドラッ
グすると自由に縦横の長さを変えられます。


⑨ はりつけた画像もひとつのレイヤーになっているので、影やりんかくをつけて目立たせることができます。


・「効果」パレットの［レイヤースタイル］ボタンを
クリックし、リストから効果の種類をクリックして
選びます。


影がついて立体的になりました



adobe

ノート注釈

変形の操作に慣れたら、かどの周辺でドラッグすると角度が変化することも付け加えてもよいでしょう。



adobe

ノート注釈

いくつか写真をレイアウトしているうちに、重なって見えなくなることがあります。その場合は、受講者に簡単にレイヤーの構造を解説し、レイヤーパレットでレイヤーの上下を入れ替える操作を紹介してください。



adobe

長方形

レイアウト中には、全体を見たり細部を見たりする必要があります。作業をする際に必要な大きさで見えるように、ズームツールと手のひらツールの操作を紹介してください。
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画像のはりかた


MEMO
- イメージ画像について-
　パンフレット作りには伝えたいことをうまく伝えるための画像選びが大切です。もちろん基本は自分で実際


に取材して撮影した画像を使います。でも自分が撮影した写真ばかりでは今ひとつ見ばえがしないことがあり


ます。そんなときはプロが撮影した写真ばかりを集めた「フリー素材集（※）」を使ってみるのがおすすめです。


たとえば海がテーマのパンフレットを作るとき、ダイナミックな波しぶきのアップの写真が欲しくなることが


あります。このような写真は本格的なカメラがないとうまく撮れません。だからこの波しぶきの写真だけフリー


素材を使って、それ以外の写真は自分が撮影したものを使うというふうに使い分けるといいでしょう。


　なお、自分で撮影した画像であっても、「人が写っている画像」を使う場合には「肖像権」について注意が


必要です。肖像権は憲法解釈上認められている人権で、個人が特定できる画像をパンフレットで使用し、公表


する場合には、本人の承諾を得る必要があります。また、撮影される人が未成年者の場合には、保護者の同意


も必要です。ただし、運動会の応援風景や遠足の画像など、公の場所で撮影され、個人が特定できない群衆が写っ


ている画像の場合には、肖像権の許諾は不要です。


　


　また、パンフレット作りの時間が限られる場合に、自由な使用を許されているフリー素材集だけでなく、イ


ンターネットから気に入った画像やイラストなどをダウンロードして使う場合があるかもしれません。この場


合には、「著作権」について気をつけなければなりません。


　他人が創作した写真画像やイラストなどは、撮影者や創作者が著作権を持っており、原則として、無断で


使うことはできません。ただし、例外ルールとして、パンフレット作りを「授業として行う」場合には、著作


権を持っている人の許可なくコピーして使うことができますが、次の条件を満たす必要があります。


 （１）営利を目的としない教育機関であること


 （２）教育を担当している教員等やその授業を受ける者が複製（コピーして利用）すること


 （３）公表された著作物（作品）であること


 （４）授業の過程における使用を目的とすること


 （５）必要と認められる限度内であること


 （６）著作物の種類・用途、複製の数・態様に照らして著作権者の利益を不当に害しないこと


　なお、パンフレット作りの授業を行う場合に、完成したパンフレットを学校の外で配付することを予定して


いる場合は授業を超える使用目的ですので、上記（４）の条件を満たしません。したがって、原則どおり、著


作権を持っている人や会社の許可を取る必要があります。


　また、肖像権は著作権とは別個の人権ですので、上記した授業における例外に当てはまる場合であっても、


校内に掲示する場合には肖像権の許諾を得ることが必要になります。


－デザインの利用について－
パンフレット作りでは、既存のパンフレットから優れた点を学び、自己の作品を創作しますが、他人の作品か


ら配色や文字や画像の配置（デザイン）を真似ることは、表現の源である「アイデア」を利用するだけですの


で著作権侵害にはあたりません。もちろん、他人が創作したパンフレットを丸々コピーして自分の作品とする


ことは、著作権侵害となる恐れがありますので注意しましょう。


※フリー素材集 ･･･ 作者が自分の作品（画像，音楽など）を他人がホームページ作りなどで利用することをあ


らかじめ許可している素材集のこと。コンピュータ専門店や本屋などで手に入ります。
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文字加工の方法


パンフレット制作 ④


【文字ツールで入力する】


① ［写真編集モード］の［スタンダード編集］での
作業です。（Windows）


 文字ツールボタンを長く（1 秒以上）押して、横
書きか縦書きをえらびます。


② 画面上をクリックするとカーソルが点滅するので、
キーボードで文字を入力します。 


 場所や大きさはあとから変更することができます。
③書いた文字をドラッグしてから、「種類」「大きさ」


「そろえ方」「色」「オプション」を指定します。


■文字を入力して配置し、加工することができます。


クリック


文字の種類 大きさ オプション そろえ方 文字の色


クリックするとカーソルが点滅しワープロと同じように文字が入力できる


③書いた文字をドラッグしてから、オプションバーで「種類」「大きさ」「そろえ方」「色」「オプション」を指定します。


※「オプション」では、文字を太くしたりななめにしたり、
下線を引いたりできます。


8


文字をドラッグしてから編集



adobe

ノート注釈

プルダウンでスウォッチから選択してもよいのですが、時間があれば、色部分をクリックして、カラーの指定画面の使用方法を解説すると、応用範囲が広がります。また、背景と同じ色が設定されていて、テキストを打ったのに見えなくなっていることもあるので注意しましょう。



adobe

長方形

行の間隔をつめることもできます。



adobe

長方形

ポイント数で指定ができますが、移動ツールで写真と同じように拡大/縮小などの変形が行えます。



adobe

長方形

操作に慣れていない場合、何度もクリックして空のテキストレイヤーをたくさん作ってしまう場合があります。クリックして、カーソルが点滅するのを少し待つように指示してもよいでしょう。
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文字加工の方法


【文字を変形させる】


④ ワープテキストボタンをおし、変形の種類を選びます。


⑤さらに「カーブ」などのスライダで変化の
かかり具合を調整して［OK］をおします。


 文字が変化しました。



adobe

ノート注釈

効果や変形をした後でも、テキストを編集しなおすことができます。
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文字加工の方法


【文字に効果をつける】


⑥もう少し加工しましょう。
 移動ツールで文字をクリックして選んでから、画像と同様に


「効果」パレットでレイヤースタイルを選び、ダブルクリック
します。


MEMO
- 文字の編集 -
　文字の位置を調整したい時や文字そのものに変更をくわえたい時には、ツールボックスの中の「移動ツール」


と「文字ツール」を使い分けるのがポイントです。


文字の位置を
変えたいとき


文字そのものを
編集したいとき


移動ツールで選択すると、画像と同じように点線の枠が出てきます


⑦ 効果を取り消したいときは、レイヤー
パレットで「効果」のアイコンを右ク
リックし、「レイヤースタイルを消去」
をえらびます。



adobe

長方形

効果の中には、テキストをラスタライズしないと使用できないものもあるので注意してください。ここでは、編集可能なテキストの状態で適用する「レイヤースタイル」を使います。



adobe

ノート注釈

効果や変形などの機能を使用する際には、受講者にレイアウト本来の可読性が低下しないようにアドバイスするとよいでしょう。
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文字加工の方法


MEMO
- フォントについて-
　コンピュータではいろんな形の文字を書くことができます。文字の種類のことをフォントといいます。


このフォントはついついいろんなものを使いたくなりますが、パンフレット作りをする上では全体の統一感


をそろえることが大切になります。つまりタイトルや説明文などのグループごとにフォントをそろえておく


というのが、読みやすいパンフレット作りのコツになります。（例、タイトルは「ポップ体」、説明文は「ゴシッ


ク体」など）


- 自由に使える文章、自由に使えない文章 -
　画像の利用と同様に、他人の創作した文章も著作権で守られており、著作権を持っている人や会社の許可


なくパンフレットの中で使うことができません。　例えば、歌詞や小説の一節を無断で使用すると著作権侵


害となってしまいます。


　　ただし、すべての文章が著作権で守られるのではなく、一定の条件（著作権法で、「思想又は感情を創作


的に表現したものであって文芸、学術、美術、または音楽の範囲に属するもの」と定められています）を満


たすことが必要です。つまり、他人が作成した文章であっても、自由に使えるものもあるのです。


　例えば、単なる事実やデータは自由に使うことができます。たとえば、宿泊施設のパンフレットに掲載さ


れている書いてある内容（施設の住所や食堂のメニュー）などはその例です。


　　


　また、キャッチコピーの多くは、短い表現であったり、表現が平凡かつありふれたものであることから、上


記の条件を満たさないと考えられています。


　したがって、既存のキャッチコピーをそのままパンフレットで使っても、著作権の問題にはなりませんが、


創作性を育むための授業としては、既存のキャッチコピーを参考にして、オリジナルのキャッチコピーを考


えさせるほうがよいでしょう。


　なお、パンフレット作りの授業では例外的に著作権を持っている人の許可を得ることなく他人の文章を使


える場合があります。詳しくは「画像のはりかた」の「MEMO」をご覧ください。


　　なお、学校における著作権のルールにつきましては、文化庁のホームページ（http://www.bunka.


go.jp/）または、( 社 ) コンピュータソフトウェア著作権協会「著作権・プライバシー相談室 ASKACCS」


(http://www.askaccs.ne.jp/) にも詳しい情報が掲載されています。







　このテキストは、デジタル表現研究会（D-project）のワークショップ「パンフレッ
トワークショップ」で使用されているマニュアルをもとに、アドビシステムズ株
式会社が加筆、修正したものです。


　このほかの Photoshop Elements 他 画像・映像編集ソフトウェアを学校教育に
活用するための資料や研究成果は、D-project ウェブサイト（www.d-project.jp）
をご覧ください。
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【講師の方へ】
■このワークショップについて


　●対象と所要時間
　このワークショップキットは、教職員の方々を対象に２時間程度で行う研修会を想定して構成されています。


文字や画像をレイアウトするパンフレット制作を体験することで、掲示物や印刷物の作成など、学校内での
活動にすぐに応用できる機能を習得することができます。


 
　●課題制作について
　　課題制作は、この教材ではパンフレットの一ページとしていますが、実施対象や時期に応じて校内掲示や


行事の案内ポスターに変更してもよいでしょう。
　　時間がある場合は、受講者が各自で手書きのラフスケッチを描いて構成を練る時間を設けてキャッチコピー


や画像の選択について意見を交換したり、完成後にほかの受講者の作品を評価するといった活動を加えて、
生徒向けの授業を想定した研修とすることもできます。


 
　以下のタイムテーブルはワークショップ進行の目安です。研修の目的や時間に応じて時間配分を調整して下
さい。 　　　
概要の説明と環境の確認（20 分） ワークショップの内容と進行についての説明


受講者への配布物と使用ファイルの確認
【OPTION】
　・校内行事や学級活動で撮影した写真、受講者各自が持参した写真を使用


パンフレット作りについて（20 分）レイアウト作業の流れ（構成→素材準備→背景→画像とテキストの配置）
画像の選択と構成の検討
【OPTION】
　・研修会全体で統一したテーマを設ける
　・手書きのラフスケッチを描いて全体の構成を練る


課題制作（60 分） マニュアルのセクションごとに講師が操作をデモ→各自の作業時間を設ける
まとめ（20 分） 講師によるまとめ、質疑応答


【OPTION】
　・印刷して掲示し、ほかの受講者の作品を見る


■ワークショップの準備


 　●セットアップ
 　　ワークショップを行う前に、講師の機器と受講者のコンピュータ環境をセットアップして下さい。
  ①講師・参加者のコンピュータに Photoshop Elemets 6.0 をインストールします。
  ②ワークショップで使用するサンプルファイルを参加者のコンピュータにコピーします。
  　※あらかじめ、ワークショップキット（PDF）から、ファイルをローカルに保存しておきます。
  ③ Photoshop Elements 6.0 を起動して、動作を確認します。


 　●その他の準備
  ・操作マニュアル（配布用）
  ・ラフスケッチを描いて構成する場合は、A4 サイズの紙など筆記用具


■その他の資料


 　●この教材で紹介している以外の機能については、以下のリソースが参考になります。ご活用下さい。
  ・Adobe Photoshop Elements オンラインヘルプ
  ・アドビシステムズ WEB サイト　製品別のサポート情報とチュートリアル
  　（「サポート」 （http://www.adobe.com/jp/support/）より「Photoshop Elements 6.0」）
  ・「D-project 発想支援マニュアル」（詳しくは D-project サイト http://www.d-project.jp をご覧ください）
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